
農業農村工学会誌 第83巻第 2号

目 次

奥入瀬川南岸下田堰（丹治 肇）
この空と地を分かつ光景は誰のなかにもさまざまな記憶としてある。傾いて弱まった光とシルエット。その中でもなお存在を示す水面
と泡立つ水流。夕日は時空の遠近感を気づかせる。さまざまな喩えにもなる。もっとも川そのものも喩えの王様だが。
だからこの写真は誰の気持ちの中にも物語化して浸透してゆく。しかしこの写真で大事なのは頭首工の脇にうっすらと見える魚道の施
設である。
堰のある十和田市は北の三沢と南の八戸の間にあって，十和田湖に始まる奥入瀬川を海に送り出している町。写真の堰は奥入瀬川の最↗
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↘下流に位置するが，川の流域にはいくつもの頭首工があってそれらにはみなアユやヤマメ，サクラマスなどが自由に遡上できるように
と地域力を結集した検討成果の魚道の整備が計画的に行われているそうだ。
夕暮れにたたずむこの河川施設の光景を眺めていると，自然との共生には何が必要なのかという関心を不断に持ち続けていなければな

らないことを思わせられる。防御と利便という名のもとの経済の傲慢に傾いたものではない共生の施設だけに，夕日同様の自然性を感じ
させるのだろう。この写真はこんな感想をも自然に導く。 （講評 東京造形大学名誉教授 柳本尚規)
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